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体育館増築部分
389.76 ㎡ 鉄⾻造
昭和61年度(築37年)

旧働く婦⼈の家部分
869.00 ㎡  鉄⾻造、RC造
昭和54年度（築45年）

和室、調理室等増築部分
389.08㎡ 鉄⾻造
平成16年度(築20年)

敷地⾯積：4,509.92㎡、延床⾯積：1,647.84㎡

延床⾯積：約1,000㎡

現況写真

ワークショップ最終検討案 模型写真

楢⼭緑地

保育施設

ワークショップ最終検討案
現況建物と将来イメージ
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平⾯配置
延床⾯積を約 1,000 ㎡、うち体育館
は約 400 ㎡として諸室を増やす。
体育館の出⼊⼝は複数設け、利便性
を⾼める。

広い敷地を活かした平屋とすること
で、ＥＶや階段が不要になり、その分
の⾯積を有効に使⽤できる。また、
初期費⽤やメンテナンス費⽤の低減
を期待できる。

⾞両と歩⾏者の動線を分離して安全
を確保する。
駐⾞場は台数を増設し、場内に⾞路
を設ける。

東側の舗装広場は屋外活動やキッチン
カーのスペースとなり、⻄側の芝⽣広
場は⾞両の出⼊りのない安全な活動の
場として、⼦どもの遊び場にもなる。
通り抜け可能な建物とすることで楢⼭
緑地や保育園と連携した施設となる。

舗装広場と芝⽣広場をつなぐ広い廊
下は、単なる通り抜け空間ではなく、
椅⼦やテーブルを置いて談話もでき
るスペースとする。

上部に庇のある縁側テラスを設置。
降⾬雪時の出⼊りを楽にし、読書や
おしゃべり、⼦どもたちの活動の場
としても利⽤できる。

図書室（楢⼭⽂庫）は図書ラウンジとして、
楢⼭緑地にも開かれた空間とする。
休憩などに使⽤するほか、従来の利⽤者に加
え、若年層や⼦育て世代などの新たな地域住
⺠も予約なしで気軽に⽴ち寄ることができる。
⼦どもの読み聞かせや中⾼⽣の⾃習にも利⽤
できる図書ラウンジとし多世代の交流を促す。

2室続き間の和室

調理室とは別に給湯室を設ける

洋室は可動間仕切りで２室１室としても利⽤
可能。さらに、テラス側に開く、体育館と⼀
体で使⽤する、など柔軟性のある空間とする。

図書ラウンジや廊下の壁は掲⽰板として想定


